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二松學舍松苓会
会長

平野  光治

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

本
年
度
よ
り
会
長
を
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
平
野
光
治
（
ひ

ら
の 

み
つ
は
る
）
と
申
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
よ
り
神
奈
川
県

支
部
長
を
受
け
、
平
成
二
十
六
年

六
月
よ
り
本
部
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

当
時
、
支
部
の
現
状
や
本
部
へ

の
要
望
を
伝
え
た
い
と
の
願
い
を

持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
思
い
よ
り
も
松
苓
会
の
事
業

推
進
や
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の

み
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

前
会
長
の
廣
田
克
己
様
が
大
学

と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
本
部
の

改
革
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
基

本
問
題
検
討
委
員
会
準
備
委
員

会
、
基
本
問
題
検
討
委
員
会
を
経

て
の
新
体
制
構
築
で
し
た
。

そ
の
功
績
に
感
謝
し
て
、
新
た

な
組
織
と
予
算
を
活
か
し
て
松
苓

会
の
目
的
達
成
に
向
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

三
役
全
員
が
新
任
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。「
松
苓
会
の

目
標
達
成
の
た
め
、
個
人
で
は
な

く
組
織
と
し
て
全
て
に
対
応
し
て

い
く
」
と
の
基
本
方
針
を
掲
げ
ま

し
た
。
今
は
担
当
者
が
い
な
い
の

で
わ
か
り
ま
せ
ん
と
言
わ
な
い
本

部
に
し
た
い
と
の
願
い
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
自
由
に
発
言

で
き
る
環
境
の
中
で
す
べ
て
を
知

り
、
論
議
し
、
方
針
・
結
論
を
出

し
、
行
動
す
る
。
本
部
三
役
の
共

通
理
解
を
図
る
よ
う
努
め
て
お
り

ま
す
。

「
伝
統
」
と
は
創
立
何
年
と
い

う
年
数
だ
け
で
は
な
く
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
で
あ
る
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
同
じ
大
学
で
学
ん
だ

人
と
人
が
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る

か
。
ま
た
社
会
に
お
い
て
卒
業
生

が
一
瞬
に
し
て
学
ん
だ
時
代
に
戻

れ
る
関
係
が
存
在
す
る
か
。
そ
ん

な
人
間
関
係
こ
そ
が
伝
統
そ
の
も

の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
松
苓
会

本
部
や
全
国
の
支
部
が
そ
の
一
つ

一
つ
の
場
に
な
れ
ば
幸
せ
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
疑
問
、
ご
意
見

を
伝
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
会
員
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

松
苓
会
「
新
三
役
」
決
定

総
会
に
て
松
苓
会
の
新
た
な
会

長
と
し
て
承
認
さ
れ
た
平
野
光
治

会
長
が
招
集
す
る
初
の
常
任
幹
事

会
が
七
月
十
五
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
た
。
常
任
幹
事
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
た
上
で
、
三
役
会
の
構
成

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
副
会
長
に

は
金
井
康
常
任
幹
事
、
星
野
優
子

常
任
幹
事
、
大
山
由
美
子
常
任
幹

事
が
選
出
さ
れ
、
幹
事
長
に
は
髙

栁
幸
雄
常
任
幹
事
が
指
名
さ
れ
、

共
に
承
認
さ
れ
た
。

今
後
は
こ
の
五
名
を
核
と
し
て

松
苓
会
本
部
事
務
局
の
運
営
が
な

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

令
和
三
年
七
月
の
総
会
で
全
面

改
正
が
な
さ
れ
た
新
「
会
則
」
の

全
面
的
な
施
行
と
な
る
。
本
会
の

業
務
を
分
担
し
て
執
行
す
る
の
が

常
任
幹
事
で
あ
り
、
大
き
な
役
割

を
担
う
は
ず
の
「
部
会
」
組
織
の

活
動
が
い
よ
い
よ
緒
に
就
く
。

- 1 -

二松學舍松苓会組織図（会則付表 1）

役 職 本 部

会 長(総会にて承認選出) 総

監 三 三 常

事 副会長(常任幹事会にて選出) 役 役 任 事 会会

本 会 幹 務 事

(

（（

総 幹事長(常任幹事から会長が指名) 議 事 局 務 最最 松 松

部 会 会 局 高高 苓 苓（

に 常任幹事(幹事から会長が指名) 会 長 議議 会 会

役 て 長 決決 顧 相（

承 幹事 … 下記の(ア)(イ)(ウ) の 会 機機 問 談

員 認 命 長 関関 役（

選 (ア)支部代表幹事(各支部長） に が 会））（

出 第 7条第 3項の各都道府県支部の支部長 よ 指 長 会

(イ)同期会代表幹事(各同期会代表） り 名 委 長

第 8条第 3項の各同期会の代表 幹 嘱 委） ）

(ウ)会長指名幹事 事 ・ 嘱）

第 5条第 1項第 1号から第 3号の会員のなかから指名 長 職 ）

が 員

部 会 1事業部会 2組織部会 3広報部会 4総務部会 ○ 統

括

松苓会員 ①正会員 ・

・専門学校・大学の卒業者 掌

・大学院修了者(博士課程満期退学者を含む) 理

）

②準会員

・中途退学者のうち、正会員が推薦し、

常任幹事会で承認した者

③特別会員

・母校関係者にして、会長が推薦した者

④学生会員

・母校の学部・大学院在籍者

⑤教職員会員

・母校の専任教職員
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令
和
５
年
度 「
第
28
回
松
苓
会
定
期
総
会
」
開
催
報
告

令
和
５
年
度
の
定
期
総
会
が
令

和
５
年
６
月
10
日
（
土
）
14
時
か

ら
二
松
學
舍
大
学
九
段
３
号
館

３
０
４
１
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
水
戸
英
則
理
事
長
、
中

山
政
義
学
長
、
五
十
嵐
清
常
任
理

事
が
臨
席
さ
れ
た
。

総
会
は
、
西
園
隆
士
常
任
幹
事

に
よ
り
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
小
林

公
雄
幹
事
長
か
ら
、
支
部
長
交

代
、
同
期
会
幹
事
、
及
び
幹
事
の

新
規
委
嘱
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。
続
い
て
前
回
の
総
会
後
に
物

故
さ
れ
た
松
苓
会
会
員
及
び
大
学

関
係
者
へ
の
黙
祷
が
あ
っ
た
。

佐
藤
修
事
務
局
長
か
ら
構
成
員

80
名
中
出
席
者
44
名
、
委
任
状
13

名
、
議
決
権
行
使
書
提
出
者
17
名

の
合
計
74
名
の
参
加
と
の
報
告
が

あ
り
、
総
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ

た
。廣

田
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
水

戸
理
事
長
、
中
山
学
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ
た
。
持
田
賢
一

副
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
持

田
議
長
が
、
副
議
長
に
家
永
修
副

会
長
を
、
書
記
に
高
橋
映
子
、
志

村
孝
両
常
任
幹
事
を
指
名
、
議
事

録
署
名
人
に
は
清
水
登
長
野
県
支

部
長
（
常
任
幹
事
）、
河
野
千
津

子
千
葉
県
支
部
長
を
指
名
し
た
。

議
案
審
議

次
第
に
従
い
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
、
第
1
号
議
案
か
ら
第
7
号

議
案
ま
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。

第
６
号
議
案
は
、
廣
田
会
長
か

ら
、
役
員
の
任
期
が
令
和
４
年
度

を
以
て
満
了
す
る
こ
と
を
受
け
、

役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
に
お
い

て
検
討
し
た
結
果
と
し
て
、
会
長

に
平
野
光
治
氏
（
40
文
）、
監
事
に

田
邊
義
博
氏
（
47
文
）
と
佐
藤
修

氏
（
41
文
）
が
推
薦
さ
れ
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

第
７
号
議
案
は
、
小
林
幹
事
長

か
ら
、
学
校
法
人
二
松
学
舎
評
議

員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
の
説

明
の
後
、
髙
栁
幸
雄
氏
（
49
文
）

と
大
山
由
美
子
氏
（
47
文
）
の
両

常
任
幹
事
を
候
補
者
と
し
た
い
と

の
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

議
案
審
議
終
了
後
、
平
野
新
会

長
か
ら
会
長
就
任
の
挨
拶
、
及
び

田
邊
・
佐
藤
両
監
事
の
紹
介
が
あ

っ
た
。

※
第
2
号
議
案
（
令
和
４
年
度
収
支
決

算
書
、監
査
報
告
）、第
5
号
議
案
（
令

和
５
年
度
予
算
）
は
Ｐ
15
に
掲
載

松
苓
会
幹
事
会

総
会
に
先
立
ち
、
幹
事
会
が

午
後
１
時
か
ら
九
段
３
号
館

３
０
５
１
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。

規
程
改
正
に
伴
い
最
後
の
幹
事
会

と
な
っ
た
。

総会議案
１　令和４年度事業報告
２　令和４年度収支決算報告並びに監査報告
３　�二松學舍松苓会諸手当支給規程、並びに二松學舍松苓

会会則の一部改正について
４　令和５年度事業方針並びに事業計画（案）
５　令和５年度予算
６　松苓会役員改選について
７　�学校法人二松学舎評議員候補者の推薦について
諸報告
１　支部運営等のお願い
２　松苓会役員・支部長・同期会代表幹事一覧

支
部
長
交
代

島
根
県（
令
和
５
年
３
月
26
日
付
）

　

新　

山
平
恭
史
（
58
文
）

　

前　

江
角　

仁
（
39
文
）

茨
城
県（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

　

新　

青
山
幸
雄
（
49
文
）

　

前　

沼
田
俊
明
（
40
文
）

同
期
会
代
表
幹
事

�

（
令
和
５
年
３
月
15
日
付
）

　

第
91
期　

大
貫
龍
之
介（
91
文
）
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前会長
廣田　克己

（38 文）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

二
松
學
舍
松
苓
会
（
以
下
松
苓

会
）
に
関
わ
っ
た
約
20
年
は
、
あ

っ
と
い
う
間
で
、
充
実
し
た
も
の

で
し
た
。

こ
の
間
に
は
多
く
の
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
大
学
と
松
苓
会
の

区
別
も
つ
か
な
い
私
を
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
故
剣
持
武
彦
元
神

奈
川
県
支
部
長
、
松
苓
会
本
部
へ

の
道
筋
を
つ
け
て
い
た
だ
い
た
故

木
村
正
雄
元
東
京
都
支
部
長
、
そ

れ
を
快
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
い

た
神
津
賢
一
郎
元
松
苓
会
会
長
。

ま
た
常
に
お
心
遣
い
い
た
だ
い

た
水
戸
英
則
理
事
長
や
渡
辺
和
則

元
学
長
な
ど
の
皆
様
に
は
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
で
も
、
小
林
公
雄
前
幹
事

長
に
は
支
え
て
い
た
だ
い
た
、
と

い
う
よ
り
も
引
っ
張
っ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
お
名
前

を
書
き
切
れ
ま
せ
ん
が
、
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
に
は

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
野
光
治
会
長
率
い
る
新
体
制

で
船
出
し
た
松
苓
会
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
員
及
び
関
係
の
皆
様
の

益
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校

二
松
學
舍
大
学
と
松
苓
会
各
支

部
、
同
期
会
の
発
展
、
そ
し
て
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

前副会長
持田　賢一

（40 文）
 

禍
わ
ざ
わ
い

 

転
じ
て

大
学
生
の
頃
は
、「
学
生
運
動
」

が
全
国
的
に
盛
ん
で
し
た
。
改

革
や
革
命
を
訴
え
る
学
生
の
一

部
は
、「
過
激
派
」
と
も
呼
ば
れ

敬
遠
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
私

は
「
改
革
」
と
い
う
理
念
に
は
な

じ
め
ず
に
卒
業
し
、
教
職
に
就
き

ま
し
た
。
初
任
は
歴
史
的
校
風
を

継
承
し
続
け
る
伝
統
校
、
昔
な
が

ら
の
校
風
を
保
守
す
る
教
育
が
地

元
で
は
尊
重
さ
れ
ま
し
た
。
や
が

て
時
代
は
平
成
へ
。
私
が
管
理
職

に
就
く
頃
、
中
教
審
答
申
を
受
け

「
急
激
な
社
会
の
変
化
に
対
応
」

し
、
い
か
に
「
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
」
を
す
る
か
が
問
わ
れ
ま
し

た
。「
保
守
」
か
ら
「
改
革
」
へ

の
大
転
換
で
し
た
。「
改
革
」
に

向
か
わ
な
い
学
校
は
立
ち
行
か
な

く
な
る
か
ら
と
。

松
苓
会
に
「
基
本
問
題
検
討
委

員
会
」
が
設
け
ら
れ
、
委
員
を
契

機
に
や
が
て
副
会
長
を
務
め
ま
し

た
。
時
流
と
将
来
を
見
通
し
た
検

討
の
末
に
出
し
た
結
論
、
そ
の
具

現
化
が
使
命
と
な
り
ま
し
た
。
改

定
新
会
則
が
「
改
革
」
に
向
か
う

指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
が
、

制
度
を
変
え
て
も
、「
改
革
」
の

真
の
実
現
は
関
わ
る
人
の
「
意
識

改
革
」
し
だ
い
だ
と
、
前
述
の
教

在
任
中
を
振
り
返
っ
て
︱
松
苓
会
前
三
役
ご
挨
拶

職
経
験
か
ら
思
い
ま
す
。
苦
し
め

ら
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
が
、
皮
肉
に
も

こ
の
難
題
解
決
を
援
け
て
く
れ
よ

う
と
し
て
い
る
気
が
し
て
い
ま

す
。
世
に
い
う
「
働
き
方
改
革
」

が
好
例
で
す
。
松
苓
会
が
良
き
改

革
を
進
め
、
大
学
と
共
に
発
展
す

る
こ
と
を
祈
り
、
副
会
長
離
任
の

挨
拶
と
し
ま
す
。

前副会長
家永　修
（44 文）

不
易
流
行

私
の
60
代
は
附
属
高
校
で
生
徒

と
と
も
に
『
論
語
』
を
学
び
直
し

た
こ
と
と
、
松
苓
会
と
の
縁
を
深

く
感
じ
た
こ
と
で
す
。
支
部
活
動

経
験
も
な
い
中
で
の
お
誘
い
だ
っ

た
の
で
大
変
驚
き
ま
し
た
。
副
会

長
拝
命
後
、
ほ
ど
な
く
新
型
コ
ロ

ナ
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
は

大
き
く
制
約
を
受
け
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
新
し
い
広
報
活
動

の
必
要
性
を
求
め
ら
れ
、
会
報
誌

の
刷
新
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
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前事務局長
佐藤　修
（41 文）

松
苓
会
の
発
展
を
願
っ
て

六
十
歳
で
定
年
退
職
後
、
家
庭

で
妻
の
母
親
の
介
護
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
一
段
落
し
た
後
、

縁
が
あ
っ
て
松
苓
会
の
常
任
幹
事

の
委
嘱
を
受
け
、
平
成
二
十
四
年

度
に
大
学
職
員
と
し
て
松
苓
会
事

務
局
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
以
後

約
十
一
年
、
神
津
・
廣
田
両
会
長

の
時
に
神
河
幹
事
長
・
小
林
幹
事

長
に
仕
え
ま
し
た
。
松
苓
会
に
従

事
し
た
こ
と
で
、
役
員
・
支
部
長

の
皆
さ
ん
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方

と
接
し
、
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
学
生
時
代
に

は
知
ら
な
か
っ
た
大
学
の
良
さ
を

再
発
見
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

都
心
に
近
い
二
松
學
舍
大
学

は
、
東
京
の
私
立
大
学
の
中
で
慶

応
・
立
教
の
次
に
創
立
さ
れ
た
伝

統
あ
る
大
学
で
す
。
漢
学
塾
の

後
「
国
漢
の
二
松
學
舍
」
と
謂
わ

れ
た
こ
の
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
で
、

卒
業
後
は
定
年
ま
で
小
学
校
に
勤

務
。
そ
の
当
時
は
、
卒
業
生
の
多

く
が
教
職
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
国
語
教
育
関
係
に
携

わ
っ
て
い
た
こ
と
で
現
在
も
続
け

て
い
ま
す
。
今
後
も
国
語
の
大
切

さ
を
伝
え
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
、
一
万
円
札
の
顔
に
な
る

渋
沢
栄
一
は
「
論
語
と
算
盤
」
で

道
徳
の
重
要
性
を
説
い
て
い
ま

す
。
今
日
本
の
社
会
に
、
正
義
の

大
切
さ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、
論
語
「
義
を
見
て

為
ざ
る
は
勇
無
き
な
り
。（
為
政

篇
）」
を
強
く
訴
え
か
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
期
、
松
苓
会
監
事
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
側
面
か
ら

会
の
運
営
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
健
全
な
同
窓

会
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
二
松
學
舍
大
学

と
松
苓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。　

ま
し
た
。
同
窓
の
先
輩
方
の
熱
意

と
使
命
感
に
は
敬
服
し
て
い
ま

す
。
年
齢
を
理
由
に
挑
戦
を
諦
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
卒

業
生
は
青
春
時
代
の
九
段
や
柏
キ

ャ
ン
パ
ス
を
懐
か
し
み
ま
す
。
松

苓
会
の
活
性
化
を
目
指
し
新
し
い

組
織
作
り
と
し
て
事
業
に
参
画
で

き
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。

昨
年
度
は
本
学
創
立
145
周
年
の

節
目
で
あ
り
、
新
企
画
を
打
ち
出

す
べ
く
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
成
果
は
ひ
と
え
に
編
集

委
員
会
の
皆
様
の
お
力
に
よ
る
も

の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
創
立
者

三
島
中
州
ゆ
か
り
の
建
学
精
神
と

そ
の
言
葉
、
全
国
5
地
域
の
支
部

長
だ
よ
り
等
々
で
す
。「
会
員
と

と
も
に
作
り
上
げ
て
い
く
」
と
い

う
自
在
な
編
集
方
針
の
も
と
、
68

号
、
69
号
、
そ
し
て
こ
の
70
号
と

進
化
は
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
関

連
付
け
て
発
信
方
法
も
工
夫
し
て

い
ま
す
。
年
配
者
に
は
懐
か
し
さ

を
、
働
き
盛
り
に
は
勇
気
と
励
ま

し
を
、
若
者
に
は
親
し
み
を
…
と

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

『
不
易
流
行
』
と
は
伝
統
を
残

し
つ
つ
、
進
化
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
こ
そ
が
二
松
學
舍
の
魅
力
の

発
信
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
方

に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

松
苓
会
を
36
年
間
に
わ
た
っ
て

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
感
謝
に

堪
え
な
い
。

小
林
幹
事
長
は
「
生
き
字
引
」

で
何
を
尋
ね
て
も
応
え
て
く
だ
さ

る
。
木
訥
で
寡
黙
と
い
う
印
象
の

方
で
あ
る
。
会
議
資
料
の
準
備
は

綿
密
で
、
さ
ら
に
議
事
録
の
正
確

さ
に
は
目
を
瞠
る
ば
か
り
。
い
つ

も
周
囲
を
信
頼
の
温
か
い
目
で
見

つ
め
て
い
る
。

少
し
体
調
を
崩
さ
れ
た
と
き
も

責
任
感
が
強
く
、
奥
様
を
伴
っ
て

来
校
さ
れ
て
資
料
作
り
を
黙
々
と

さ
れ
て
い
る
姿
を
見
る
度
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
あ
っ
た
。

皆
の
た
め
に
無
償
で
動
く
こ
と

の
意
味
を
無
言
で
示
さ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
ご
病
気
の
恢
復
が
待

た
れ
る
。�

（
片
山
聖
英　

50
文
）皆を見つめる小林幹事長

感
謝小林

公
雄
幹
事
長
の
こ
と
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―

関
西
支
部
特
集―

松
苓
会
支
部
長
だ
よ
り
③

松
苓
会
支
部
長
だ
よ
り
③

大阪府

兵庫県

京都府 滋賀県

和歌山県

奈良県

三重県

滋
賀
県
支
部

歴
史
あ
る
近
江
の
地

支
部
長　

角
井
良
暢（
49
文
）

私
の
大
学
在
学
中
に
は
百
周
年

の
記
念
事
業
が
あ
り
、
歴
史
あ
る

大
学
で
学
ん
で
い
る
こ
と
、
学
べ

て
い
た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
お

り
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
地

元
の
学
校
へ
勤
め
、
そ
の
勤
務
校

も
数
年
前
に
百
周
年
を
迎
え
、
多

く
の
記
念
行
事
や
事
業
を
行
い
ま

三
重
県
支
部

二
松
學
舍
へ
導
い
て
く
れ
た
恩
人

支
部
長　

小
川
直
紀
（
44
文
）

私
の
人
生
に
、

よ
り
深
く
関
わ

っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
恩
人
が

い
る
。
書
道
の
師
匠
で
あ
り
仲
人

親
で
も
あ
る
、
前
支
部
長
の
稲
垣

無
得
先
生
で
あ
る
。

神
戸
高
校
の
生
徒
か
ら
、
先
生

と
同
じ
大
学
へ
、
更
に
教
授
で
あ

っ
た
金
子
清
超
先
生
に
入
門
す
る

の
も
先
生
の
薦
め
で
あ
っ
た
。
教

授
宅
で
週
三
回
、
漢
文
の
素
読
か

ら
始
ま
り
、
漢
詩
を
作
る
「
自
詠

自
書
」に
邁
進
す
る
。
大
学
で
は
、

漢
学
を
中
心
に
書
道
、
中
国
語
を

学
ん
だ
。
二
年
時
ま
で
雨
海
博
洋

先
生
の
伊
勢
物
語
研
究
会
に
所
属

す
る
。
三
年
時
に
は
石
川
梅
次
郎

教
授
の
「
書
誌
学
」
を
こ
っ
そ
り

受
講
し
て
、
下
校
時
に
は
い
つ
も

神
田
の
古
書
街
を
散
策
。
そ
し
て

中
央
沿
線
の
古
書
祭
り
等
で
、
安

価
な
和
本
を
中
心
に
資
料
収
集
し

て
い
た
。

卒
論
の
関
係
で
ゼ
ミ
は
朱
子
学

を
、
特
に
市
川
安
司
教
授
に
は
、

赤
門
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
陽
明
学
を

中
国
哲
学
研
究
室
で
学
ば
せ
て
頂

い
た
。
大
学
よ
り
腕
時
計
を
頂
き

無
事
卒
業
。

兵
庫
県
で
教
員
、
梅
舒
適
先
生

に
篆
刻
を
学
び
、
郷
里
に
戻
っ
て

か
ら
は
稲
垣
先
生
に
書
を
学
ぶ
。

退
官
後
は
三
重
大
学
人
文
学
部
で

の
講
述
を
許
さ
れ
る
も
、
す
べ
て

稲
垣
先
生
の
お
陰
で
、
先
生
に

は
、
感
謝
、
感
謝
で
あ
る
が
、
不

肖
の
弟
子
に
て
申
し
訳
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

現
在
、「
て
ん
刻
書
道
」
と
呼

称
・
提
唱
し
て
、
書
を
総
合
的
に

生
徒
達
と
学
び
あ
い
、「
書
画
同

源
」
の
世
界
に
遊
ん
で
い
る
。

松
苓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

支
部
活
動
報
告
、
お
知
ら
せ
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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京
都
府
支
部

今
の
私
が
あ
る
の
は

支
部
長　

廣
田
康
男
（
54
文
）

大
学
を
卒
業

し
て
37
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

先
日
久
し
ぶ
り

に
九
段
を
訪
れ
る
と
、
校
舎
が
５

号
館
ま
で
あ
る
こ
と
に
驚
く
と
と

も
に
、
私
ど
も
の
頃
と
違
っ
て
、

快
適
な
学
生
生
活
が
送
れ
そ
う
な

環
境
を
羨
ま
し
く
感
じ
た
と
い
う

の
が
率
直
な
感
想
で
す
。

私
は
昭
和
57
年
度
の
入
学
生
、

つ
ま
り
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
一
期
生
で

す
。
２
回
生
ま
で
は
柏
で
の
学
生

生
活
で
し
た
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な

し
で
は
通
学
で
き
な
い
状
況
は
大

変
で
し
た
が
、
今
で
は
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

部
活
動
は
合
気
道
部
に
所
属

し
、
武
道
を
習
う
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
人
生
経
験

を
、
試
練
を
与
え
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
大

い
に
役
立
っ
た
と
、
今
実
感
し
て

い
ま
す
。

ゼ
ミ
は
、
鎌
田
廣
夫
先
生
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
学
問
の
厳

し
さ
を
み
っ
ち
り
た
た
き
込
ん
で

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
人
と
し
て

の
振
る
舞
い
も
き
つ
く
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
教
え

は
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
も
、

私
に
は
時
折
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

ま
た
、
学
友
と
の
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
の
語
ら
い
も
良
き
思

い
出
で
す
。

今
回
、
松
苓
会
報
へ
の
寄
稿
を

き
っ
か
け
に
、
大
学
生
活
を
回
顧

し
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
た
の
は

そ
の
一
端
で
す
が
、
卒
業
後
の
中

学
校
教
員
と
し
て
、
現
在
は
教
育

行
政
に
携
わ
る
身
と
し
て
、
あ
の

４
年
間
は
貴
重
で
あ
り
、
掛
け
替

え
の
な
い
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、今
の
私
が
あ
る
の
は
、

二
松
學
舍
で
の
学
び
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
と
心
底
感
じ
る
に
至
り
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
二
松
學
舍
。

し
た
。

百
年
と
い
う
節
目
を
そ
れ
ぞ
れ

に
経
験
し
て
、
私
が
日
々
生
活
を

営
ん
で
い
る
地
が
本
当
に
歴
史
あ

る
場
所
で
あ
り
、
ま
た
文
学
の
育

ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
地
で
あ
る
こ

と
を
今
更
な
が
ら
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

来
年
度
の
大
河
ド
ラ
マ
『
光
る

君
へ
』
で
話
題
と
な
る
石
山
寺

は
、
住
ま
い
の
ご
く
近
く
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
比
叡
山
の
麓
に
あ

る
西
教
寺
は
、
身
内
（
叔
父
）
が

管
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

明
智
光
秀
の
墓
石
が
あ
り
ま
す
。

歴
史
舞
台
や
活
躍
し
た
主
人
公

が
、
あ
ま
り
に
も
こ
の
近
江
の
地

と
関
係
が
密
で
あ
る
こ
と
を
し
み

じ
み
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

数
多
く
の
文
学
に
お
い
て
も
、

蝉
丸
や
松
尾
芭
蕉
な
ど
歴
史
研

究
・
文
学
研
究
に
は
隣
県
の
京

都
・
奈
良
と
共
に
大
変
す
ば
ら
し

い
地
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
京

都
・
奈
良
と
比
べ
て
地
域
の
様
子

な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
れ
て
お
ら
ず
、
近
江
の
認
知
度

が
低
い
の
は
た
い
へ
ん
残
念
で

す
。「急

が
ば
回
れ
」
の
言
葉
が
生

み
出
さ
れ
た
瀬
田
の
唐
橋
も
通
勤

路
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
近
江

の
地
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
め
る
活

動
に
、
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
励

み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
阪
府
支
部

学
生
時
代
の
思
い
出

支
部
長　

齋
藤　

衛
（
49
文
）

昭
和
52
年
４

月
、
東
京
で
の

一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
ば
か
り

の
私
は
九
段
坂
を
上
っ
て
い
た
。

前
か
ら
ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
に
チ
ノ
パ

ン
を
お
洒
落
に
着
こ
な
し
た
集
団

が
来
て
、
声
を
か
け
ら
れ
た
。
空

手
愛
好
会
だ
と
名
乗
る
。
空
手
？

空
手
な
ら
学
ラ
ン
で
も
着
て
い
そ

う
な
も
の
だ
が
？
（
実
際
、
あ
ま

り
空
手
の
練
習
は
や
ら
な
い
サ
ー

ク
ル
だ
っ
た
。）
な
ど
と
思
い
な

が
ら
５
０
５
教
室
の
舞
台
の
袖
に

あ
る
小
部
屋
に
連
れ
て
い
か
れ

た
。
そ
こ
で
二
松
の
山
椒
大
夫

と
名
高
い
落
研
の
Ｎ
先
輩
に
出

会
っ
た
。
Ｎ
先
輩
は
、
そ
の
ま

ま
私
を
綜
合
警
備
保
障
株
式
会

社
（A

LSO
K

）
千
代
田
事
業
部

へ
連
れ
て
行
っ
た
。
ト
レ
ー
ナ
ー

に
ジ
ャ
ー
ジ
姿
の
私
に
、「
ク
ラ

ブ
の
練
習
中
に
抜
け
出
し
て
き
た

こ
と
に
し
よ
う
」
と
レ
ク
チ
ャ
ー

し
た
。
服
装
に
無
頓
着
だ
っ
た
私

は
服
装
に
関
す
る
社
会
の
常
識
を
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書
は
人
　
筆
を
も
と
う
！

支
部
長　

辻　

一い
っ

眞し
ん

（
39
文
）

近
畿
と
い
え
ば
大
先
輩
の
末
吉

榮
三
先
生
。
御
年
１
０
２
歳
（
要

介
護
２
）。
ま
さ
に
二
松
魂
そ
の

も
の
で
す
。

私
も
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り

で
す
。

大
学
時
代　

入
学
後
、
誘
わ
れ
て

書
道
部
へ
〔
中
高
全
く
筆
も
た

ず
〕
夏
に
志
賀
高
原
合
宿
。
◎
石

橋
犀
水
先
生
（
漢
字
）
◎
鈴
木
竹

影
先
生
（
仮
名
）
漢
字
よ
り
仮
名

の
方
に
興
味
が
わ
き
懸
命
に
〔
筆

を
も
つ
〕
二
年
の
夏
に
竹
影
先
生

突
然
死
去
。
そ
の
後
、
仲
田
幹
一

先
生
の
後
に
今
関
脩
竹
先
生
が

…
…
困
惑
状
態
。
○
中
森
晶
三
先

生
（
観
世
流
謡
曲
）
水
道
橋
能
舞

台
で
の
謡
い
の
発
表
。
◎
鴻
巣
隼

雄
先
生
ゼ
ミ
（
万
葉
集
）
今
に
な

っ
て
先
生
の
書
物
や
鴻
巣
盛
廣
著

奈
良
県
支
部

学
し
て
、「
よ
く
勉
強
し
た
な
？
」

と
感
じ
て
い
る
。
高
校
は
、
地
元

で
は
お
世
辞
に
も
良
い
学
校
と
は

言
え
ず
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
悪

名
高
い
学
校
だ
っ
た
か
ら
だ
。
公

立
高
校
に
落
ち
、
公
立
高
校
か
ら

の
編
入
試
験
を
受
け
て
、
私
立
高

校
に
入
学
し
た
。
高
校
入
学
当

初
か
ら
、
思
っ
て
い
た
言
葉
は
、

「
鶏
頭
と
な
る
も
牛
後
と
な
る
な

か
れ
」
だ
っ
た
。
高
校
入
試
で
苦

汁
を
飲
ん
だ
こ
と
で
、「
勝
負
は
、

高
校
受
験
で
は
な
く
、
大
学
だ
」

と
感
じ
て
い
た
。

高
校
3
年
間
、
か
ろ
う
じ
て
国

語
で
は
上
位
を
守
り
本
学
に
入
学

出
来
た
。
入
学
し
て
在
校
生
出
身

名
簿
を
見
た
時
、
地
元
で
最
進
学

校
と
言
わ
れ
て
い
た
高
校
か
ら
入

学
生
が
い
た
こ
と
を
知
り
、「
勝

負
は
、
高
校
名
で
は
な
い
」
と
改

め
て
感
じ
た
。

本
学
に
入
学
し
て
4
年
間
、
高

校
時
代
よ
り
「
よ
く
勉
強
し
た

な
」
と
感
じ
て
い
る
。

し
か
し
、勉
強
と
い
う
の
は
「
学

問
」
と
言
う
意
味
で
は
な
い
。
部

活
動
も
行
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
現

在
も
あ
る
「
狂
言
研
究
会
」
だ
。

そ
の
当
時
は
、
現
在
教
授
を
さ
れ

て
い
る
大
蔵
吉
次
郎
先
生
が
師
範

と
し
て
指
導
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

ご
縁
も
あ
り
、
1
年
生
の
自
演
会

後
か
ら
大
蔵
流
24
世
宗
家
の
故
大

蔵
弥
右
衛
門
先
生
の
お
宅
に
伺
う

よ
う
に
な
り
、
学
生
生
活
を
充
実

し
た
も
の
と
出
来
た
よ
う
に
思
う
。

大
学
の
学
生
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
時
に
は
プ
ロ
の
舞
台
を
踏
ま

せ
て
い
た
だ
い
た
。
年
に
一
度
の

奈
良
で
の
薪
能
、
年
末
の
御
祭
り

に
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
私
が
在
学
し
て
い

た
頃
を
ご
存
じ
の
方
は
、
覚
え
て

お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
当
時
私
以
外
の
部
員
は
女
子
学

生
だ
っ
た
の
で
、
学
内
の
部
活
動

が
あ
る
日
は
着
物
と
袴
と
言
う
大

正
時
代
の
学
生
ス
タ
イ
ル
で
授
業

を
受
け
て
い
た
。

本
学
を
卒
業
し
て
数
年
後
、
故

大
蔵
弥
右
衛
門
先
生
が
神
戸
で
お

稽
古
を
や
ら
れ
て
い
る
時
に
、
ご

指
導
を
受
け
た
こ
と
も
記
憶
に
残

っ
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
約
半
世
紀
、
私
立
高

校
・
公
立
高
校
の
教
師
を
経
て
、

現
在
も
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
仕

事
を
行
っ
て
い
る
。
や
は
り
、
今

か
ら
思
え
ば
本
学
で
の
経
験
が
今

学
生
時
代
の
思
い
出

支
部
長　

武
内
昭
徳
（
47
文
）

本
学
を
卒
業

し
て
か
ら
、
早

く
も
約
半
世
紀

が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
る
。
今
思
え
ば
、
あ
ま
り

勉
強
に
熱
を
入
れ
て
い
な
か
っ
た

高
校
時
代
と
比
べ
て
、
本
学
に
入

兵
庫
県
支
部

初
め
て
知
っ
た
。
事
務
所
で
筆
記

試
験
と
面
接
を
受
け
て
採
用
さ
れ

た
。
後
で
知
っ
た
こ
と
だ
が
Ｎ
先

輩
に
は
高
額
の
紹
介
料
が
支
給
さ

れ
て
い
た
。
翌
日
か
ら
一
泊
二
日

の
研
修
を
受
け
た
。
自
衛
隊
出
身

者
が
多
か
っ
た
。
研
修
後
配
属
さ

れ
た
の
が
日
本
興
業
銀
行
麹
町
別

館
で
あ
っ
た
。
勤
務
先
に
は
二
松

の
先
輩
が
い
た
。
４
年
の
Ｆ
先
輩

と
２
年
の
Ｈ
先
輩
、
そ
し
て
、
Ｎ

先
輩
で
あ
る
。
二
松
の
す
べ
て
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
夜
間
勤
務

し
て
翌
朝
そ
の
ま
ま
登
校
し
た
。

勤
務
し
た
日
の
ほ
う
が
大
学
の
出

席
率
は
良
か
っ
た
。
私
が
卒
業
で

き
た
の
は
、
こ
の
ア
ル
バ
イ
ト
に

出
会
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

の
自
分
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
と

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

ま
だ
お
声
が
掛
か
る
間
は
、
気

力
が
続
く
限
り
、
現
職
で
頑
張
る

こ
と
だ
ろ
う
。
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の
『
万
葉
集
全
釋
』
を
見
る
。

教
員
時
代　

大
阪
私
学
の
高
校
で

30
数
年
奉
職
。〔
全
く
筆
も
た
ず
〕

第
二
の
人
生　

平
城
遷
都
１
３
０
０

年
の
２
０
１
０
年　

法
相
宗
薬
師

寺
に
て
授
戒
。
南
都
の
寺
は
学
問

寺
。
葬
儀
も
檀
家
も
な
い
。
荒
廃

し
た
伽
藍
を
、
お
写
経

4

4

4

に
よ
っ
て

復
興
さ
せ
た
い
と
、
凝
胤
長
老
・

好
胤
管
主
が
、
昭
和
42
年
か
ら
勧

進
。
般
若
心
経
２
６
２
字
を
越
前

の
写
経
和
紙
に
、
一
文
字
一
文
字

写
し
て
い
く
浄
業
。

か
た
よ
ら
な
い
心
／
こ
だ
わ
ら

な
い
心
／
と
ら
わ
れ
な
い
心
／
ひ

ろ
く
ひ
ろ
く
／
も
っ
と
ひ
ろ
く　

こ
れ
が
般
若
心
経
―
空
の
心
な

り
。
ご
本
尊
の
お
薬
師
さ
ま
は
、

日
光
月
光
菩
薩
を
脇
侍
に
、
の
如

く
医
者
と
し
て
日
勤
夜
勤
の
看
護

師
を
従
え
、
い
つ
ど
ん
な
時
で
も

病
苦
を
救
う
仏
。
我
々
の
健
康
を

見
守
る
仏
さ
ま
。
近
年
、
参
拝
者

の
関
心
は
、
専
ら
お
札
や
ご
朱
印

に
。
学
生
以
来
、
再
び
〔
筆
を
も

つ
〕
日
が
や
っ
て
き
た
。
恩
師
を

胸
に
日
々
精
進
で
す
。

〝
俗
に
い
て
俗
に
も
あ
ら
ず　

 

隠
遁
に
も
あ
ら
ず
〟

喜
び
と
感
謝
と
敬
い
の
心
で
。　

和
歌
山
県
支
部

大
学
時
代
の
思
い
出
と
地
元
和
歌
山

支
部
長　

明
治
利
隆
（
47
文
） 

松
苓
会
役
員

に
同
期
生
が
10

名
着
任
さ
れ
て

お
り
、
総
会
で

会
え
ば
大
学
生
活
の
思
い
出
が
よ

み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

国
語
と
書
道
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
私
は
、
漢
文
の
先
生
の
薦
め

も
あ
り
入
学
し
ま
し
た
。

書
道
部
に
入
り
１
０
０
名
を
超

え
る
部
員
が
所
属
し
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
合
宿
で
は
全
員

で
武
田
節
を
唄
っ
た
り
、「
完
徹
」

と
声
を
か
け
、
徹
夜
で
書
き
続
け

た
り
す
る
こ
と
に
も
圧
倒
さ
れ
た

こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
輩
の
指
導
の
お
か
げ

で
大
き
な
展
覧
会
に
入
賞
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

2
年
生
か
ら
先
輩
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
文
化
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
仕
事

に
関
わ
り
、
3
年
生
で
は
文
連
の

会
長
を
務
め
ま
し
た
。

合
同
発
表
会
や
学
舎
祭
の
企
画

運
営
を
通
し
て
、
み
ん
な
で
作
り

上
げ
る
喜
び
や
達
成
感
を
味
わ

い
、
ク
ラ
ブ
員
の
友
情
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

下
宿
生
活
で
は
、
友
達
が
よ
く

遊
び
に
来
て
学
園
ド
ラ
マ
を
見
て

は
共
に
熱
血
先
生
に
憧
れ
、
型
破

り
な
教
師
を
夢
見
て
い
た
も
の
で

す
。卒

業
後
は
和
歌
山
の
県
立
高
校

で
国
語
の
教
員
と
な
り
、
生
徒
会

活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。
退
職
し
た
現
在
は
、

書
道
の
講
師
と
し
て
生
徒
た
ち
と

作
品
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
大
学
時
代
の
世
代

終
わ
り
に
油
断
大
敵
、健
康
第
一
。

を
超
え
た
交
流
や
経
験
に
よ
っ
て

成
長
し
、
こ
の
よ
う
に
充
実
し
た

教
員
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
た

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
紀
の
川
の
中
流
域
に
あ

る
根
来
寺
近
く
に
住
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
寺
の
そ
ば
に
、
夏
目
漱

石
先
生
が
明
治
44
年
和
歌
山
で
講

演
さ
れ
た
、
旧
和
歌
山
県
議
会
議

事
堂
が
移
築
さ
れ
、
演
奏
会
や
講

演
の
会
の
で
き
る
施
設
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
か
本

学
に
お
ら
れ
る
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の

漱
石
先
生
が
、
来
訪
さ
れ
て
「
現

代
日
本
の
開
花
」
を
講
演
さ
れ
る

こ
と
を
夢
見
て
お
り
ま
す
。

発
行
者
　
学
校
法
人
二
松
學
舍

『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
石
川
忠
久
編
（
全

五
巻
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
に
は
、
二

松
学
舎
の
創
立
者
三
島
中
洲
先
生
が
、
22

歳
［
嘉
永
５
（
１
８
５
２
）
年
］
か
ら
90

歳
［
大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
］
ま
で
に

詠
ま
れ
た
漢
詩
２
８
４
９
首
が
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
書
き
下
し
文
、
語
意
、
訳
が

付
さ
れ
、
年
代
順
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
容
易
に
読
み
進
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詠
ま
れ
た
内
容
は
日
常
の
こ
と
、

友
人
・
知
人
・
門
人
に
関
す
る
こ
と
、
旅

先
で
の
出
来
事
、
大
正
天
皇
と
の
こ
と
、

二
松
学
舎
の
こ
と
等
、
多
種
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

中
洲
先
生
の
詩
風
に
つ
い
て
、
石
川
忠

久
先
生
は
、「
概
ね
中
唐
よ
り
南
宋
に
出

入
し
、
平
淡
の
中
に
も
奇
巧
が
光
る
趣
が

あ
る
。
五
七
言
律
詩
の
対
句
は
若
い
頃
か

ら
警
抜
な
閃
き
を
感
ぜ
し
め
、
長
篇
の
古

詩
は
自
在
の
運
用
の
底
に
深
い
学
力
を
蔵

す
る
。
当
代
一
流
為
る
を
失
わ
な
い
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
手
に
取
ら
れ
、
中
洲
先
生
の
漢
詩

の
世
界
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
は
、
全
五
巻

４
４
，
０
０
０
円
（
税
込
）
で
す
が
、
本

学
卒
業
生
は
３
５
，
２
０
０
円
（
税
込
）

で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
購
入
希
望
の
方
は
、
二
松
学
舎
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
電
話03-3261-6921

）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
薦
め
本

『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』（
全
五
巻
）

石
川
忠
久
編
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学
生
会
員
だ
よ
り

新
会
長
ご
挨
拶

学
生
会
長　

竹
石
翔
馬

�

文
学
部
２
年

２
０
２
３
年
度
よ
り
学
生
会
執

行
委
員
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
、
文
学
部
国
文
学
科
2
年
の

竹
石
翔
馬
と
申
し
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
至
ら
ぬ
点
が
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
学
生
会
執
行
委
員
会
一
同
、

力
を
合
わ
せ
て
よ
り
良
い
学
校
作

り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま

す
。
ご
理

解
ご
協
力

の
ほ
ど
何

卒
よ
ろ
し

く
お
願
い

い
た
し
ま

す
。こ

の
度
、

学
生
会
執

行
委
員
会

の
会
長
と

な
り
ま
し

た
。
そ
こ

で
、
目
標

を
大
き
く

分
け
て
2

つ
ほ
ど
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。1

つ
目
の
目
標
と
い
た
し
ま
し

て
、
各
大
学
行
事
（
新
入
生
歓
迎

式
典
・
九
段
Ｐ
Ｏ
Ｐ
・
創
縁
祭
な

ど
）
を
完
全
対
面
形
式
で
盛
り
上

げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
各

大
学
行
事
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に

な
っ
た
り
、
思
う
よ
う
に
満
喫
で

き
な
か
っ
た
り
と
い
う
状
況
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
規
制
緩
和

に
伴
い
、
昨
年
度
の
創
縁
祭
や
今

年
度
の
新
入
生
歓
迎
式
典
は
完
全

対
面
形
式
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
や
は
り
完
全
対
面
と
い
う

事
で
、
来
場
者
数
も
大
き
く
異
な

り
、
活
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
行
わ
れ
る
九
段

Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
創
縁
祭
も
完
全
体
面
形

式
で
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

本
学
行
事
に
参
加
い
た
だ
け
る

サ
ー
ク
ル
団
体
様
や
来
場
者
様

が
、
よ
り
安
心
安
全
に
楽
し
め
る

よ
う
に
引
き
続
き
感
染
対
策
等
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
度
は

全
役
員
が
初
め
て
の
対
面
開
催
と

い
う
事
で
、
至
ら
ぬ
点
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
反
省
を
生
か
し

て
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
行
事
運

営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
賑
わ

い
を
取
り
戻
し
た
本
大
学
へ
、
足

を
運
ん
で
み
る
の
も
い
か
か
で
し

ょ
う
か
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ

り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

２
つ
目
の
目
標
と
い
た
し
ま
し

て
、
大
学
生
活
を
よ
り
快
適
に
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
学
校

作
り
を
す
る
こ
と
で
す
。
毎
年
開

催
し
て
い
る
定
期
学
生
総
会
な
ど

の
場
を
有
効
活
用
し
、
学
生
一
人

ひ
と
り

の
意
見

に
耳
を

傾
け
て

い
こ
う

と
思
い

ま
す
。

定
期

学
生
総

会
だ
け

で
は
な

く
、
常
日
頃
か
ら
学
生
の
意
見
に

耳
を
傾
け
た
り
、
各
行
事
の
際
に

作
成
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活

用
し
、
参
加
団
体
様
や
来
場
者
様

の
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
い

く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
大
学
生
活

を
よ
り
楽
し
く
快
適
に
過
ご
せ
る

場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
学
生
会
執
行
委
員
会
一

同
、
学
生
の
皆
様
の
意
見
一
つ
ひ

と
つ
を
大
切
に
受
け
止
め
て
ま
い

り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
目
標
を
実
現
さ
せ
て
い
く
た

め
に
、
大
学
内
の
機
関
や
大
学
外

の
機
関
な
ど
、
様
々
な
方
々
と
綿

密
な
や
り
取
り
を
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
あ
た
た
か
い
目
で

見
守
っ
て
く
だ
さ
る
と
幸
い
で

す
。
1
人
の
人
間
に
で
き
る
こ
と

は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
皆
様
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
み
ん
な
で
目

標
を
達
成
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
し
ま
う
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
学
生
の
皆
様
の
た
め
に

動
き
た
い
と
い
う
信
念
は
、
決
し

て
折
れ
ず
曲
が
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
力
添
え
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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総
合
遊
戯
サ
ー
ク
ル
の
ほ
ほ
ん

佐
藤
緒
夏

文
学
部
３
年

総
合
遊
戯
サ
ー
ク
ル
の
ほ
ほ
ん

は
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
中
心
と
し

た
様
々
な
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
学
年

学
科
を
越
え
た
交
流
を
目
的
と
し

た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
現
在
60
名
ほ

ど
の
メ
ン
バ
ー
を
抱
え
、
毎
週
二

回
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
達
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
約
40

の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
所
有
し
て
お

り
、
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、「discord

」
と
い
う

ア
プ
リ
を
活
用
し
、
サ
ー
ク
ル
メ

ン
バ
ー
が
校
外
で
の
企
画
を
立
て

た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
遊

ん
だ
り
す
る
な
ど
、
サ
ー
ク
ル
活

動
時
間
外
で
も
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

文
化
祭
な
ど
の
大
学
行
事
で

は
、
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
の
興
味

関
心
の
あ
る
こ
と
を
冊
子
に
ま
と

め
る
な
ど
、
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー

の
好
き
な
こ
と
を
形
に
で
き
る
よ

う
な
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験
会

を
行
い
、
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
以

外
と
の
交
流
の
場
も
設
定
し
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
季
節
の
行
事
な
ど
ボ

ー
ド
ゲ
ー
ム
以
外
の
活
動
も
精
力

的
に
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

友
達
を
増
や
し
た
い
方
、
先
輩

と
仲
良
く
な
り
た
い
方
、
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
が
好
き
な
方
、
楽
し
い
こ

と
が
好
き
な
方
、
大
歓
迎
で
す
。

私
達
と
一
緒
に

の
ほ
ほ
ん
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

合
気
道
部

木
内
瑠
唯

文
学
部
３
年

こ
ん
に
ち
は
。
二
松
学
舎
大
学

合
気
道
部
で
す
。
私
た
ち
は
水
曜

日
と
金
曜
日
の
週
２
回
で
活
動

し
、
そ
の
う
ち
金
曜
日
は
合
気
会

本
部
道
場
よ
り
先
生
を
お
呼
び
し

指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
師
範
稽
古

を
中
心
に
部
員
同
士
で
意
見
を
出

し
合
い
、
お
互
い
の
技
の
練
度
を

あ
げ
、
そ
の
成
果
を
昇
級
、
昇
段

審
査
、
ま
た
は
武
道
館
で
開
催
さ

れ
る
演
武
大
会
に
て
披
露
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
ま
で
は
２
年
生
５

人
、
１
年
生
１
人
と
寂
し
い
雰
囲

気
で
し
た
が
、
今
年
は
１
年
生
が

10
人
も
入
り
、
活
気
あ
る
部
活
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
当
合
気
道
部

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際

に
合
気
道
と
聞
い
て
ピ
ン
と
こ
な

い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
武
道
と
い
う
と
空
手
や
柔
道

と
い
っ
た
組
手
で
競
う
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
を
待
た
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
合
気
道
の
場
合
は
相

手
の
力
、
ま
た
は
人
体
の
構
造
を

利
用
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン

と
し
た
武
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
相
手
と
競
わ
な
い
こ
と
を

理
念
と
し
て
お
り
、
試
合
で
は
な

く
、
演
武
と
い
う
形
で
披
露
し
ま

す
。
そ
の
た
め
ご
年
配
の
方
や
女

性
の
方
で
も
稽
古
に
励
ま
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

こ
こ
ま
で
聞
い
て
も
ま
だ
イ
メ

ー
ジ
が
湧
か
な
い
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
百
聞
は
一
見

に
如
か
ず
。
気
に
な
る
な
と
思
わ

れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
当
部
活
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
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母
恋
し
、
漢
学
塾
へ

青
少
年
時
代
の
夏
目
漱
石
と
岡

山
を
つ
な
ぐ
も
の
が
三
つ
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
倉
敷
出
身
・
三

島
中
洲
創
設
の
二
松
学
舎
に
学
ん

だ
こ
と
。
四
男
三
女
の
末
っ
子
の

漱
石
は
、
晩
年
の
子
と
あ
っ
て
歓

迎
さ
れ
ず
、
生
後
す
ぐ
に
養
子
に

や
ら
れ
る
も
、
養
父
母
に
不
和
が

生
じ
て
九
歳
の
時
に
実
家
に
戻
さ

れ
た
。
少
年
の
頃
か
ら
漢
文
好
き

で
、
中
学
時
代
は
英
語
か
ら
遠
ざ

か
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
学
予
備

門
の
受
験
に
不
利
と
あ
っ
て
、
中

学
校
を
退
学
、
英
語
塾
・
成
立
学

舎
に
入
る
決
意
を
す
る
。

と
こ
ろ
が
実
母
の
死
に
よ
っ
て

決
意
は
一
転
、
漢
学
塾
・
二
松
学

舎
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
世
間
一

般
の
末
っ
子
の
よ
う
に
甘
や
か
さ

れ
は
し
な
か
っ
た
が
、
家
中
で
一

番
彼
を
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
実
の

母
と
わ
ず
か
五
年
し
か
一
緒
に
暮

ら
せ
な
か
っ
た
彼
は
、
母
の
面
影

を
夢
中
で
追
い
求
め
る
よ
う
に
し

て
、
好
き
な
漢
学
の
世
界
に
浸
っ

た
。
母
の
死
に
揺
れ
る
十
四
歳
の

彼
に
と
っ
て
、
漢
学
は
自
分
を
慰

め
、
元
気
づ
け
て
く
れ
る
唯
一
の

も
の
。
こ
う
し
て
没
頭
し
た
漢
学

が
、
後
に
大
学
で
修
め
る
英
文
学

と
融
合
し
て
漱
石
の
文
学
を
育
ん

で
い
く
こ
と
に
な
る
。

好
評
の
英
語
講
師

東
京
帝
大
英
文
科
に
進
ん
だ
漱

石
は
、
文
部
省
貸
費
生
、
特
待
生

に
選
ば
れ
る
ほ
ど
優
秀
で
、
大

学
二
年
時
に
は
東
京
専
門
学
校

（
現
・
早
稲
田
大
）
の
英
語
講
師

に
抜
擢
さ
れ
た
。
交
流
は
な
い
も

の
の
優
秀
さ
を
買
っ
て
彼
を
講
師

に
推
薦
し
た
の
は
岡
山
市
出
身
の

大
西
祝は

じ
め

―
こ
れ
が
漱
石
と
岡
山

と
の
第
二
の
縁
と
な
る
。

同
志
社
で
神
学
を
、
帝
大
で
哲

学
を
学
ん
だ
大
西
は
当
時
漱
石
よ

り
三
歳
上
の
二
十
八
歳
、
東
京
専

門
学
校
の
専
任
講
師
で
あ
っ
た
。

後
に
彼
の
哲
学
講
義
は
、
坪
内
逍

遙
の
英
文
学
講
義
と
共
に
同
校
の

二
大
名
物
と
ま
で
言
わ
れ
た
。
そ

の
彼
が
推
薦
し
た
通
り
、
漱
石
の

講
義
は
な
か
な
か
好
評
で
あ
っ

た
。
島
村
抱
月
や
後
藤
宙
外
と
一

緒
に
講
義
を
受
け
た
一
人
に
岡
山

県
北
部
・
有う

漢か
ん

町
出
身
の
思
想

家
・
綱
島
梁り

ょ
う

川せ
ん

が
い
る
。

弁
舌
は
明
快
で
は
な
い
が
、
整

然
と
し
て
穏
和
、
綿
密
な
説
明
の

仕
方
は
大
西
祝
に
似
た
と
こ
ろ
が

あ
り
、
他
の
教
師
が
窮
し
た
英
文

も
何
の
躊
躇
も
な
く
平
然
と
解
明

し
て
学
生
を
感
服
さ
せ
た
と
梁
川

は
日
記
に
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で

の
講
義
は
松
山
の
中
学
に
赴
任
す

る
明
治
二
十
八
年
ま
で
続
い
た
。

次
兄
の
妻
の
実
家
訪
問

講
師
と
な
っ
た
明
治
二
十
五
年

の
夏
休
み
、
漱
石
は
大
学
予
備
門

以
来
の
親
友
正
岡
子
規
と
一
緒

に
、
関
西
を
旅
行
し
た
。
京
都
・

堺
と
回
っ
た
後
、
船
で
郷
里
に
向

か
う
子
規
と
別
れ
て
、
彼
は
岡
山

を
訪
れ
た
。
こ
れ
が
漱
石
と
岡
山

と
の
第
三
の
つ
な
が
り
。
そ
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
次
兄
・
栄

之
助
で
あ
る
。
電
信
局
に
勤
め
る

彼
は
、
岡
山
局
に
赴
任
中
に
当
地

の
士
族
片
岡
機は

ず
む
の
長
女
・
小
勝
を

見
初
め
て
結
婚
し
、
そ
の
後
東
京

勤
務
と
な
っ
て
妻
を
伴
い
帰
京
。

一
戸
を
構
え
る
ま
で
漱
石
ら
と
生

活
し
た
が
、
結
婚
四
年
に
し
て
次

兄
は
結
核
で
死
去
。
小
勝
は
岡
山

に
戻
っ
て
再
婚
し
た
。

漱
石
の
来
岡
は
七
月
十
日
頃
の

こ
と
。
元
兄
嫁
小
勝
の
実
家
・
片

岡
家
に
逗
留
す
る
。
役
場
勤
め
の

当
主
を
前
に
漱
石
は
制
服
の
膝
を

正
し
て
銚
子
ち
ぢ
み
の
反
物
に
水

引
き
を
か
け
〝
贈
呈
〟
と
記
し
た

土
産
物
を
差
し
出
し
た
。こ
の

〝
贈
呈
〟
が
お
か
し
く
て
、
片
岡

家
で
は
後
々
ま
で
話
題
に
な
っ
た
。

片
岡
家
は
現
在
の
岡
山
県
庁
舎

南
付
近
に
あ
り
、
岡
山
市
中
心
部

を
流
れ
る
旭
川
に
臨
む
。
夜
と
も

な
る
と
川
沿
い
に
岡
山
の
夏
の
風

三
つ
の
縁
に
結
ば
れ
て

�

漱
石
　
青
春
の
日
の
岡
山
（
前
編
）

片
山
　
由
子
（
47
文
）
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の
夫
よ
り
も
英
文
学
を
学
ぶ
優
秀

で
心
優
し
い
義
弟
に
魅
か
れ
て
い

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

明
治
二
十
四
年
夏
、
漱
石
は
こ

の
兄
嫁
の
死
を
子
規
へ
の
手
紙
に

記
す
。「
毅
然
と
し
て
公
平
正
直
、

洒
々
落
々
と
し
た
人
柄
は
男
に
も

め
っ
た
に
お
ら
ず
、
人
間
と
し
て

誠
に
敬
服
す
べ
き
婦
人
」
と
称
賛

し
た
後
、
彼
女
の
死
を
悼
ん
で
、

「
一
片
の
精
魂
も
し
宇
宙
に
存

す
る
も
の
な
ら
ば
、
二
世
と
契
り

し
夫
の
傍
ら
か
、
平
生
親
し
み
暮

せ
し
義
弟
の
影
に
髣ほ

う
ふ
つ髴
た
ら
ん
か

と
夢
中
に
幻
影
を
描
き
、
こ
こ
か

か
し
こ
か
と
浮
世
の
絆
に
つ
な
が

る
る
死
霊
を
憐
れ
み
、
う
た
た
不

憫
の
涙
に
む
せ
び
候
」
と
痛
嘆
。

哀
惜
の
句
と
し
て

何
事
ぞ
手
向
し
花
に
狂
ふ
蝶

鏡
台
の
主
の
行ゆ

く
え衛
や
塵ち

り

埃ほ
こ
り

な
ど
十
三
句
を
添
え
て
い
る
。

�

（
次
号
に
続
く
）

物
詩
〝
奈
良
茶
〟
の
賑
わ
い
を
見

せ
た
。
奈
良
茶
と
は
、
天
明
の
頃

江
戸
浅
草
で
女
性
の
給
仕
で
奈
良

漬
け
の
茶
漬
け
を
供
す
る
店
が
評

判
と
な
っ
た
の
に
始
ま
る
。
江
戸

勤
め
を
退
き
帰
藩
し
た
七
代
目
藩

主
池
田
治
政
が
、
田
舎
住
ま
い
の

寂
し
さ
を
慰
め
よ
う
と
旭
川
原
に

奈
良
茶
の
店
を
開
か
せ
た
の
に
端

を
発
し
、
明
治
期
に
は
寄
席
、
見

世
物
小
屋
、
遊
廓
ま
で
が
立
ち
並

び
、
夕
涼
み
客
で
賑
わ
っ
た
。
そ

の
盛
況
は
一
枚
刷
り
の
絵
に
も
な

り
、
上
方
ま
で
鳴
り
響
い
て
い

た
。
江
戸
っ
子
漱
石
も
目
を
見
張

り
、
松
山
の
子
規
に
宛
て
、

「
夜
に
入
れ
ば
河
原
の
掛
茶
屋

無
数
の
紅
燈
を
点
じ
納
涼
の
小
舟

三
々
五
々
橋
下
を
往
来
し
、
燭
火

清
流
に
徹
し
て
宛え

ん

然ぜ
ん

た
る
不
夜
城

な
り
。
君
と
同
遊
せ
ざ
り
し
は
返

す
返
す
残
念
」

と
書
き
送
っ
て
い
る
。

片
岡
家
に
は
小
勝
の
弟
・
亀

太
郎
が
い
た
。
二
年
前
の
明
治

二
十
三
年
、
勧
業
博
覧
会
の
見
物

に
上
京
し
た
彼
は
半
月
間
夏
目
家

に
滞
在
し
、
同
い
年
の
漱
石
の
部

屋
で
共
に
寝
起
き
し
て
既
に
気
心

の
知
れ
た
仲
。
連
れ
立
っ
て
後
楽

園
や
岡
山
城
天
守
閣
に
も
出
か
け

た
。七

月
十
六
日
、
亀
太
郎
の
案
内

で
小
勝
の
再
婚
先
、
西
大
寺
金
田

（
岡
山
市
東
南
）
の
医
師
岸
本
庄

平
宅
を
訪
問
。
岸
本
は
二
人
を
歓

待
し
た
。
児
島
湾
で
釣
り
を
し
、

二
キ
ロ
沖
の
鳩
島
で
手
料
理
で
味

わ
っ
た
。
こ
の
小
島
は
元
禄
年
間

備
前
藩
が
堤
防
用
の
石
を
切
り
出

し
た
所
。
金
川
の
勘
三
郎
な
る
者

が
贋
金
造
り
を
し
た
と
伝
わ
る
岩

窟
が
あ
り
、
漱
石
ら
も
面
白
半
分

に
入
っ
て
み
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
近
く
の
九く

蟠ば
ん

海
岸
へ
越

中
褌ふ

ん
ど
し

一
つ
で
蛤

は
ま
ぐ
り掘
り
に
出
か
け
、

十
個
ほ
ど
の
大
き
な
貝
の
入
れ
物

に
困
り
、
褌
に
包
ん
で
フ
リ
チ
ン

で
村
道
を
帰
っ
て
く
る
な
ど
、
野

趣
を
満
喫
し
た
。

兄
嫁
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム

岸
本
家
で
三
泊
し
、
片
岡
家
に

戻
っ
て
か
ら
の
漱
石
は
、
ぼ
ん
や

り
と
物
思
い
に
ふ
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
再
婚
し
た
元
兄
嫁
の
幸
せ

そ
う
な
様
子
を
見
て
、
三
番
目
の

兄
・
和
三
郎
の
亡
き
妻
登と

せ世
の
こ

と
を
思
っ
た
。
悪つ

わ
り阻
を
こ
じ
ら
せ

て
死
去
し
た
彼
女
の
一
周
忌
が
、

間
も
な
く
来
よ
う
と
し
て
い
た
。

登
世
が
嫁
い
で
き
た
頃
の
夏
目

家
は
、
長
男
次
男
と
相
次
い
で
病

没
。
残
る
男
児
は
三
男
と
末
子
の

漱
石
だ
け
と
な
り
、
父
は
漱
石
の

籍
が
養
家
在
籍
の
ま
ま
十
年
以
上

放
置
し
て
あ
る
の
に
あ
わ
て
て
談

判
の
末
、
よ
う
や
く
取
り
戻
す
と

い
っ
た
始
末
。
そ
ん
な
み
そ
っ
か

す
扱
い
の
漱
石
に
も
登
世
は
同
じ

家
族
の
一
人
と
し
て
温
か
な
心
遣

い
を
し
て
く
れ
、
そ
れ
が
心
に
し

み
て
う
れ
し
か
っ
た
。

神
官
の
娘
で
あ
る
登
世
は
、
上

品
で
聡
明
な
背
の
す
ら
り
と
し
た

細
面
の
美
人

―
こ
ん
な
と
こ
ろ

も
漱
石
が
彼
女
に
魅
か
れ
る
理
由

で
、
そ
れ
は
少
年
の
脳
裏
に
刻
ま

れ
た
、
奥
ゆ
か
し
く
て
賢
げ
な
母

の
面
影
に
重
な
っ
た
。

兄
・
和
三
郎
の
放
蕩
癖
は
結
婚

後
も
、
ま
し
て
や
登
世
の
容
体
が

険
悪
に
な
っ
て
も
改
ま
ら
ず
、
漱

石
は
こ
の
薄
情
な
兄
に
義
憤
を

覚
え
た
。
漱
石
は
登
世
を
い
た

わ
り
、
彼
女
を
抱
い
て
二
階
へ
の

上
り
下
り
を
助
け
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
登
世
に
し
て
も
家
庭
的
な
愛

情
に
縁
の
薄
い
漱
石
に
母
性
愛
の

よ
う
な
も
の
を
感
じ
、
遊
び
好
き

筆
者
は
、
大
学
院
前
期
課
程
修
了

後
に
帰
岡
。
県
立
高
校
か
ら
岡
山

理
科
大
学
附
属
高
校
に
勤
務
す
る

傍
ら
、
地
方
誌
の
編
集
に
携
わ
り
、

岡
山
に
関
す
る
文
学
者
の
執
筆
を

行
っ
て
き
た
。
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聞
集
』
と
い
っ
た
中
世
説
話
集
を

中
心
に
、
音
楽
以
外
の
諸
道
―
蹴

鞠
道
、
書
道
、
医
道
―
の
説
話
等

を
紐
解
い
て
い
る
。

�

〔
和
泉
書
院
Ｈ
Ｐ
よ
り
〕

卒
業
生
の
出
版
図
書

阿
部
正
人
さ
ん
（
53
文
）

『
里
山
太
平
記　
川
猿
が
遊
び
尽

く
し
た
ク
ヌ
ギ
林
の
５
０
０
０
日
』

�

小
学
館
ス
ク
ウ
ェ
ア

�

１
，
５
４
０
円
（
税
込
）

�

２
０
２
３
年
５
月
刊

新
卒
で
勤

め
た
自
動
車

会
社
の
Ｐ
Ｒ

誌
を
皮
切
り

に
出
版
社
を
経
て
、
編
集
や
広
告

を
作
る
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

本
書
は
金
沢
で
過
ご
し
た
子
供
の

頃
の
原
体
験
を
も
と
に
書
い
た
シ

ョ
ー
ト
物
語
集
で
す
。
防
火
用
水

を
か
い
ぼ
り
（
水
抜
き
）
し
た
り
、

釣
り
餌
の
ミ
ミ
ズ
を
養
殖
し
た

り
、
特
殊
な
蜜
を
木
に
塗
っ
て
ク

ワ
ガ
タ
を
集
め
た
り
、
笠
谷
幸
生

さ
ん
を
真
似
て
大
屋
根
か
ら
飛
び

降
り
た
り
、
昭
和
の
里
山
遊
び
の

〝
と
め
ど
も
尽
き
ぬ
日
々
〟
に
女
性

彫
り
師
に
よ
る
版
画
を
そ
え
て
い

ま
す
。か
つ
て
月
刊
誌BEPA

L

（
小

学
館
）
に
連
載
し
た
も
の
に
昨
今

の
カ
ワ
ウ
ソ
を
め
ぐ
る
思
索
な
ど

も
加
筆
し
て
い
ま
す
。�

〔
著
者
〕

千
葉
仁
さ
ん
（
27
文
）

漢
詩
集
『
蕃
山
詩
鈔
』
私
家
本

　

宮
城
県
前

支
部
長
の
千

葉
仁
さ
ん
の

漢
詩
集
が
完

成
し
た
。「
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
人
」

の
部
立
て
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
と
、

人
間
に
対
す
る
信
頼
と
思
い
や
り

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、

　
　

凱　

風

凱
風
南
澗
草
初
萌

古
徑
徘
徊
聽
鳥
聲

詩
卷
獨
繙
閑
踊
詠

藏
王
殘
雪
逼
人
淸

（
書
き
下
し
文
）

凱
風
の
南
澗
に
草
初
め
て
萌
ゆ

古
徑
を
徘
徊
し
て
鳥
聲
を
聴
く

詩
卷
独
り
繙ひ

も
と
き
閑し

ず

か
に
踊
詠
す
れ
ば

蔵
王
の
殘
雪
人
に
逼せ

ま

っ
て
清
し

最
後
に
蕃
山
を
号
と
し
た
こ
と

に
つ
い
て
詠
み
、
こ
の
漢
詩
集
を

締
め
く
く
っ
て
い
る
。

蕃
山
登
頂
遂
臻
千

春
夏
秋
冬
三
十
年

雲
居
國
師
靈
廟
跪

遠
望
街
巷
與
樓
船

（
書
き
下
し
文
）

蕃
山
の
登
頂
遂
に
千
に
臻
る

春
夏
秋
冬
の
三
十
年

雲
居
国
師
の
霊
廟
に
跪
づ
き

遠
望
す
街
巷
と
樓
船
と
を

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

著
者
（
〇
二
二-

二
二
六-

一一
八
二
）

へ
連
絡
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。�

�

〔
二
上
久
芳
（
44
文
）〕

磯
水
絵
名
誉
教
授
（
41
文
）

『
文
学
と
歴
史
と
音
楽
と
』

和
泉
書
院

１
９
，
８
０
０
円
（
税
込
）

２
０
２
３
年
２
月
20
日
刊

説
話
文
学
、

随
筆
文
学
研

究
の
傍
ら
、　  

日
本
音
楽
史

を
追
究
し
て
き
た
著
者
の
後
半
生

の
営
み
の
集
成
。
本
書
に
は
音
楽

史
研
究
の
基
盤
と
な
る
院
政
・
鎌

倉
期
の
記
録
―
大
江
匡
房
の
『
江

記
』、『
江
談
』、
中
山
忠
親
の
『
山

槐
記
』、『
吾
妻
鏡
』
等
よ
り
儀
式

音
楽
の
実
態
を
例
示
す
る
。
後
半

は
、『
方
丈
記
』
成
立
八
〇
〇
年
、

鴨
長
明
没
後
八
〇
〇
年
の
記
念
論

文
を
収
録
し
て
著
者
の
長
明
研
究

の
方
向
性
を
示
し
、
ま
た
、
説
話

文
学
研
究
者
と
し
て
、『
宇
治
拾

遺
物
語
』、『
十
訓
抄
』、『
古
今
著

齋
藤
祐
一
さ
ん
（
51
文
）

『
明
治
・
大
正
の
文
学
教
育
者
』

�

新
典
社

�

２
，
９
７
０
円
（
税
込
）

�

２
０
２
３
年
６
月
20
日
刊

本
書
は
、

明
治
・
大
正

期
の
文
学
教

育
者
で
あ
る

細
田
謙
蔵
や
木
内
柔
克
（
共
に
二

松
学
舎
卒
業
生
）、小
原
要
逸
（
教

え
子
に
黒
沢
明
）
な
ど
、
旧
制
京

華
中
学
で
国
語
教
師
を
務
め
た
15

名
の
素
顔
を
、
文
学
史
や
文
化
史

な
ど
と
の
関
わ
り
に
も
ふ
れ
な
が

ら
描
い
た
1
冊
で
す
。
京
華
中

学
・
高
等
学
校
で
教
壇
に
立
っ
て

い
た
著
者
が
、在
職
中
同
校
の『
国

語
科
通
信
』
に
連
載
し
て
い
た
も

の
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
、
旧
制
中
学
の
国
語
教

師
た
ち
が
生
徒
に
向
き
合
う
姿
や

教
師
そ
の
人
の
生
涯
に
光
を
あ

て
、
明
治
・
大
正
期
の
中
等
教
育

の
よ
う
す
を
克
明
に
描
き
出
し
て

い
ま
す
。

�

〔
鈴
木
信
子
（
51
文
）〕
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令和４年度　松苓会収支決算書
令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日

○　収入の部
（単位：円）

前 年 度 繰 越 金 6,907,723 
入 　 会 　 金 4,035,000 

　　（会　費）
新 卒 者 終 身 会 費 11,040,000 
既 卒 者 終 身 会 費 690,000 
小 　 　 　 計 11,730,000 
寄 付 金 227,000
雑 収 入・ 受 取 利 息 879 

合　　　　計 22,900,602 
○　支出の部
事業費
松苓会会報等発行

印刷・制作費（68、69 号分） 1,063,700 
発 送 費（68、69 号 分 ） 2,292,911

『 茯 苓 』 発 行 費 0 
小 　 　 　 計 3,356,611 

卒業生交流事業
ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー 費 370,000 
卒 業 生 異 業 種 交 流 会 費 0 
小 　 　 　 計 370,000 

卒業生支援事業
支 部 運 営 助 成 費 675,361 
支 部 報 発 行 助 成 費 155,665 
支 部 強 化 助 成 費 0 
同 期 会 等 助 成 費 0 
小 　 　 計 831,026 

母校支援事業
教 育 振 興 資 金 助 成 費 1,000,000 
教 育 事 業 後 援 費 0 
小 　 　 計 1,000,000 

在学生支援事業
学 園 祭 助 成 費 100,000 
課 外 活 動 助 成 費 40,000 
教 育 支 援 助 成 費 495,545 
卒 業 記 念 品 費 795,900
学 生 会 員 活 動 支 援 費 216,887 
小 　 　 計 1,648,332 
事 業 費 合 計 7,205,969 

運営費
会 議 費 47,184 
旅 費 ・ 交 通 費 1,018,321 
職 務 費 324,000
通 信 費 62,382 
備 品 費 326,652 
印 刷 費 315,050 
消 耗 品 費 57,472
慶 弔 費 38,820 
謝 礼 金 0 
手 数 料 41,572 
雑 　 費 17,921 
運 営 費 合 計 2,249,374

特別会計
周 年 事 業 積 立 金 1,000,000 
松 苓 会 奨 学 基 金 500,000 
松 苓 会 費 積 立 金 2,000,000
特 別 会 計 合 計 3,500,000 

予備費 3,408,910 
合 計 16,364,253 

○収支残高（次年度繰越） 6,536,349 

令和５年度　松苓会予算
令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日

○　収入の部
（単位：円）

前 年 度 繰 越 金 6,536,349
入 　 会 　 金 4,055,000

　　（会　費）
新 卒 者 終 身 会 費 10,800,000
既 卒 者 終 身 会 費 300,000
小 　 　 　 計 11,100,000
寄 付 金 300,000
雑 収 入・ 受 取 利 息 2,000

合　　　　計 21,993,349
○　支出の部
事業費
松苓会報等発行

印刷・制作費（70・71 号分） 1,200,000
発 送 費（70・71 号 分 ） 2,450,000

『 茯 苓 』 発 行 0
小 　 　 　 計 3,650,000

卒業生交流事業
ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー 600,000
小 　 　 　 計 600,000

卒業生支援事業
支 部 運 営 助 成 費 1,300,000
支 部 報 発 行 助 成 費 300,000
支 部 強 化 助 成 費 100,000
同 期 会 等 助 成 費 300,000
小 　 　 計 2,000,000

母校支援事業
教 育 振 興 資 金 助 成 費 1,000,000
教 育 事 業 後 援 費 50,000
小 　 　 計 1,050,000

在学生支援事業
学 園 祭 助 成 費 100,000
課 外 活 動 助 成 費 200,000
教 育 支 援 助 成 費 800,000
入 学 記 念 品 費 300,000
卒 業 記 念 品 費 900,000
学 生 会 員 活 動 支 援 費 200,000
小 　 　 計 2,500,000
事 業 費 合 計 9,800,000

運営費
会 議 費 200,000
職 務 手 当 0
業 務 手 当

出 張 交 通 費 2,000,000
出 張 宿 泊 費 300,000
本 部 業 務 交 通 費 500,000
会 議 ・ 実 務 費 1,400,000

小 　 　 計 4,200,000
通 信 ・ 配 送 費 150,000
備 品 費 100,000
印 刷 費 350,000
消 耗 品 費 150,000
慶 弔 費 100,000
謝 礼 金 50,000
手 数 料 80,000
賃 借 料 240,000
雑 　 費 20,000
運 営 費 合 計 5,640,000

特別会計
周 年 事 業 積 立 1,000,000
松 苓 会 奨 学 基 金 500,000
松 苓 会 費 積 立 金 2,000,000
特 別 会 計 合 計 3,500,000

予備費 3,053,349
合 計 21,993,349

会計監査報告書
　令和 4 年度（令和 4 年 4 月1日～令和 5 年 3 月 31日）の
会計執行状況について監査の結果、諸帳簿の整備、ならびに、
金銭の管理状況は適正であり、収支に誤りのないことを認め
たのでここに報告致します。
令和 5 年 4 月 20 日	
　　　　　　　二松學舍松苓会監事　　田邉　義博　㊞
　　　　　　　二松學舍松苓会監事　　木村　誠次　㊞

令和 5 年度　松苓会特別会計予算
1　周年事業積立金

（収入の部）
令和 4 年度からの繰越 4,755,967
令和 5 年度繰入 1,000,000

合　　　　　　計 5,755,967
（支出の部）

0
合　　　　　　計 0

2　松苓会奨学基金  	
（収入の部）

令和 4 年度からの繰越 9,450,610
令和 5 年度繰入 500,000
令和 5 年度貸与返還金 375,000
利　　　　　　息 76

合　　　　　　計 10,325,686
（支出の部）

令和 4 年度給付奨学金 996,000
合　　　　　　計 996,000

3　松苓会費積立金
令和 4 年度からの繰越 75,308,013
令和 5 年度繰入 2,000,000
合　　　　　　計 77,308,013

令和 4 年度　松苓会特別会計決算書
1　周年事業積立金

令和 3 年度からの繰越 4,755,967
令和 4 年度繰入 1,000,000

合　　　　　　計（次年度繰越） 5,755,967

2　松苓会奨学基金  
（収入の部）

令和 3 年度からの繰越 8,950,534
令和 4 年度繰入 500,000
令和 4 年度貸与返還金 0
利　　　　　　息 76
合　　　　　　計 9,450,610

（支出の部）
令和 4 年度給付奨学金	 0
合　　　　　　計 0

（収支）9,450,610-0=9,450,610（次年度に繰越）
3  松苓会費積立金（終身会員積立金の名称変更）

令和 3 年度からの繰越 73,308,013
令和 4 年度繰入 2,000,000

合　　　　　　計（次年度繰越） 73,308,013

令和 4 年度会計収支決算は以上のとおりです。

　　　　　令和 5 年 4 月 19 日
　　　　　　　　　二松學舍松苓会会長　　　　廣田　克己　㊞
　　　　　　　　　二松學舍松苓会事務局長　　佐藤　　修　㊞
　　　　　　　　　二松學舍松苓会事務局　　　島　りつこ　㊞
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印　　刷　㈱サンセイ

　令和 5 年、中秋の 70 号をお届けします。連載「松苓会
支部長だより」は第 3 回。関西各支部長の学生時代から現
在に繋がる思い溢れる寄稿をいただきました。次号は中部・
北陸甲信越編。支部長の皆さま、よろしくお願いします。
　本報は二松同窓生の交流の場です。皆さまからのご寄稿、
ご感想も常時お待ちしています。また、ホームページでは支
部活動はじめ、本報で紹介できなかった情報も掲載。併せて
ご活用ください。
HP https://www.nishogakusha-u.ac.jp/shoreikai/index.html
 

　新型コロナ感染症5類移行後に開催された松苓会定期総会。各都道府
県から支部長が参集。
　本部役員任期満了にともない新会長、新監事が承認された。２期８年、
会長を務めた廣田克己氏からバトンを受けたのは平野光治氏。
　創設92年目を迎えた松苓会の新たな牽引役にエールが送られた。

二松學舍大学（松苓会）
　ホームページ	 www.nishogakusha-u.ac.jp
　松苓会 E-mail	 shourei@nishogakusha-u.ac.jp
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授
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６
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享
年
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本
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９
月
～
平
成
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生
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時
代
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な
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時
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作
曲
家
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学
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ど
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し
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訃
報
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問

令
和
５
年
７
月
26
日
（
木
）、

松
苓
会
平
野
光
治
会
長
以
下
新
役

員
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学
校
法
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表
敬
訪
問
し
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西
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懇
談
を
行
っ
た
。

事
務
局
だ
よ
り

令
和
４
年
度
常
任
幹
事
会

（
第
６
回
）
３
月
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日
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）
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附
属
高
等
学
校
野
球
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選
抜
大
会
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応

２　

�

令
和
５
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５
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５
月
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日
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５
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度
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題
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５
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運
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４　
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謝
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贈
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て
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第
２
回
）
７
月
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日
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土
）

主
な
議
題

１　

令
和
５
年
度
松
苓
会
役
員

２　

�

幹
事
会
、
定
期
総
会
を
終

え
て

３　

松
苓
会
報
（
第
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号
）

４　

感
謝
状
贈
呈
候
補
者

平
成
13
年
度
以
前
の

卒
業
生
の
方
へ

︱
終
身
会
員
手
続
き
の
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願
い

松
苓
会
の
運
営
資
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は
、
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と
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。
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す
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員
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お
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り
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だ
さ
い
。

寄
付
金
の
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願
い

松
苓
会
で
は
、
会
の
発
展
の
た

め
に
会
員
の
皆
様
に
寄
付
金
の
お

願
い
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て
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ま
す
。

松
苓
会
の
事
業
推
進
と
財
源
確

保
の
た
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に
、
1
口
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円
で
寄
付

金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
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よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

支
部
の
活
動
の
報
告
に
つ
い
て

は
、
Ｈ
Ｐ
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。


